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日頃より 大室さくら苑をご利用頂いている皆様をはじめ、ご家族様、地域の皆様、
関係各位の方々からの温かいご支援とご協力を賜り、この場を借りて御礼申し上げます。

さて、コロナ禍により暮らしが一変してから1年以上が経過しました。昨年2月より面会制限を
行い6月からオンラインによる面会を実施し、ご家族様からは顔や声が聞けて良かったという
声を頂きました。

新型コロナウイルスは、今後も流行は長期化することが予想されるため「感染症との共存」

という環境の変化への適応が必要になってきました。施設では、発生時のシュミレーション、

ゾーニングの見直し、防護服の着脱手順、職員のメンタルヘルス、外出自粛、手洗い、マスク

着用、館内消毒、職員通用口の変更など、何をどれだけやったら安全なのか、ゴールの見え

ない試行錯誤が続いています。

先日は、栃木県主催の入所系職員の抗原定量検査や在宅系職員は法人負担でPCR検査

を全職員対して行い、全員陰性の結果となりました。
しかし、今や第四波に日本は襲われようとしていて、状況はなかなか収束しません。100年

に一度といわれるこの難局に、ともに乗り越えていくために「今できる最良のことは何か？」を
常に考えながら職員一同頑張って参ります。
今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

「コロナ禍における福祉について」
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鹿沼JC OB 妻と長女の3人暮らし

さくら苑には7種の桜が春になると咲き誇ります。
その中の一つ、
枝垂れ桜の花言葉の由来をご紹介します。
こうべをたらし、より美しく振舞う人の様に見えたことか
ら「円熟した美人」。枝垂れた枝からいっぱいに花を咲
かせる様子は見事なもので、「優美」という花言葉が付
けられています。この2つの花言葉は見た目の美しさを
表現しています。

4月13日に毎年恒例「お花見弁当」を提供させていただ
きました。毎年『春』をテーマに試行錯誤しながら考え
たメニューになっています。
ご利用者様・職員の皆様に大変好評をいただきました。
来年も何が提供されるか楽しみにしていてください。

枝垂れ桜にはもう一つ
「ごまかし」という花言

葉があります。
垂れ下がった枝の姿が
うつむいているようにも
見える様子が自分を
偽っているように見えた
ことから、ネガティブな
花言葉が付けられたと
考えられます。
来春もさまざまな桜が
咲きます。楽しみにして
いてください。

4月に峰タマ様が100歳を迎えられ、大きなバースデー
ケーキでお祝いしました！
ユニット職員一同、心からお喜び申し上げます。
いつまでもお元気で心優しいタマ様でいて下さい。

デイサービスご利用者の阿久津サク様が今年99
歳を迎えたので、「白寿のお祝い会」を開催いたし
ました。
職員で紙人形劇を披露し、利用者様皆様に楽しん
でいただきました。
ご家族様も白寿を迎えられたことをとても喜ばれて
いました。
これからも健康第一にお過ごしください！

医療従事者を優先にワクチン接種が始まり、現在日光市では６５歳以上の方に黄色の封筒でワクチン接種に必要な
書類が届いてる頃だと思います。今年もコロナ感染予防の為『納涼祭』が中止となりましたが、ワクチン接種をしたこ
とで感染者が減り、来年の『納涼祭』の開催ができることを願っております。


